
日　　時：４月12日(土)１０時３０分～１２時
集合場所：こども自然公園（大池公園）正面入り口

★参加される方は、当日直接、集合場所にお集まりください。雨天中止です。
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県立希望ヶ丘高校・明治大学 卒業/明治大学公共政策大学院  修了
横浜銀行勤務後、衆議院議員秘書
平成７年4月　横浜市会議員初当選(26才最年少）
現 在　平成25年 水道・交通委員会副委員長
　　　　　　　 　孤立を防ぐ地域づくり特別委員会
　　　  自民党横浜市会議員団所属/横浜市会ＦＣキャプテン
　　　　希望ヶ丘高校同窓会桜蔭会　理事　　　　　  
　　　　旭区サッカー協会顧問/旭区スポーツダンス協会顧問
　　　　旭区卓球協会顧問/旭区食品衛生協会顧問
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横浜市会議員（旭区選出）
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ギーの安全保障と地域経済の自立を確立し、 不安 ・

不満 ・不信のスパイラルを超える社会システムを築

き、そこから少子高齢化をも減速させていこうと藻谷さ

んは主張しています。

●里山が多い旭区

　　地元に目を向けると、 旭区には昔ながらの人情や

自然が残っています。田畑や果樹園や市民の森があ

ります。自治会町内会、商店街、消防団、NPO、各種

スポーツ団体、 ロータリークラブやライオンズクラブな

どの経営者会、保育園の保護者会、 PTA、幼稚園や

小中学校のおやじの会などで、がんばっている人たち

が沢山います。これらを活用しない手はありません。

　　「人と人とをつなげる」 「人と自然 （農） をつなげる」

ことも政治や行政の役割だと思います。横浜市の新

年度予算でも「収穫体験農園」「農園付き公園」「市民

農園」 の整備や農家から指導を受けることができる

「栽培収穫体験ファーム」、 児童が農家から野菜や米

づくりを学ぶ「環境学習農園」、 利用者が自由に農作

業を楽しめる「特区農園」など、 多様な市民農園の開

設を支援します。あらためて「旭区に住んで良かった。

旭区で働いて良かった。」と思っていただけるよう、 私

も原点に戻って努力したいと思います。２面にもご案

内させていただきましたが、 ３月１５日（土）旭公会堂

で藻谷浩介さんの講演会が開催されます。お時間が

ございましたら是非ご参加ください！

　　今月からサッカーＪリーグも開幕しました。パラリン

ピックでの日本人選手の活躍も楽しみです。スポーツ

も人と人とがつながる重要な価値の一つだと思いま

す。春はもうすぐです ! お元気にお過ごし下さい！　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市会議員　古川なおき

追．3/15 の講演会には、私も参加する予定です。

　　お元気ですか？

　　「アベノミクス」も徐々に効果が表れはじめ、 様々な

景気指標も回復して来ました。４月の消費税率引き上

げなど景気回復に向けて、超えなければならないハー

ドルはいくつもありますが、 成長戦略や法人税の引き

下げなど政府の経済政策を力強く推進し、景気回復を

実感できるようにしなければならないと思います。

　
●お金で買えない価値

　　さて、最近、日本総合研究所主席研究員の藻谷浩

介さんの「里山資本主義」という新書を読みました。藻

谷さんはベストセラー 「デフレの正体」 でも有名な方で

す。里山資本主義とは、お金の循環がすべてを決する

という前提で構築された 「マネー資本主義」 の循環シ

ステムの横に、こっそりとお金に依存しないサブシステ

ムを再構築しておこうという考え方です。

　　私は、 経済成長とともに、 人の心を豊かにする「お

金では計れない価値」 が大切だと思っています。例え

ば、 「家族や地域の絆」「友情」「身近にある自然」など

はお金では買うことができません。私たちは一生懸命

働くとともに、 お金では買うことができない価値を手に

入れる努力をしなければ、 本当の意味で幸せになれ

ないように思います。個人主義と個人の権利意識が

行き過ぎたためなのか、人間関係が希薄になり、孤立

化する人も増えています。民生委員や町内会役員、

消防団などもなり手を見つけ難い状況があります。地

域社会が衰退すれば、 経済的に豊かでも精神的には

豊かになれないように思います。

　　「里山資本主義」を読んで、 そんな自分の考えを再

認識することができました。本の中では、水も食料もエ

ネルギーも自給自足で暮らしている岡山県真庭市の

市民の方やオーストリアのくらし、 エコストーブや木材

チップを原材料とした自家発電、林業の重要性や木造

ビルのことなどを事例として紹介しています。エネル

｢里山資本主義｣について
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横浜市水道局 2014 災害対策強化企画

ご家庭における飲料水の備蓄割合はまだ３割弱？
　東日本大震災から３年を迎えようとしています。この震災の教訓として、
市民の皆様による飲料水備蓄の重要性があらためて明らかになり、水道局
では「１人最低３日分で９リットル」の飲料水備蓄をお願いしています。
　しかし、今月実施した「ヨコハマ℮アンケート」の結果では、ご家庭での
１人９リットル以上の飲料水の備蓄割合は 29％でした。このままでは、大
規模な断水が発生した場合、応急給水拠点に長蛇の列ができ、長時間順番
をお待ちいただくなど、飲料水の確保が困難になるおそれがあります。
　これを踏まえ、水道局では飲料水備蓄を促進するため、ヨコハマ水缶を
お得にご購入いただける特典付き販売を実施します。
　この機会にぜひ飲料水の備蓄をお願いします！

29%

57%

備蓄して
　いない

14%

ヨコハマ℮アンケートの結果（速報値）
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●質問
あなたのご自宅では災害に備えてご自宅で飲
料水の備蓄をしていますか？（回答 598 人）
※平成 26年 2月市民局実施

特典付き販売について
●特典の内容（5,000 箱限定）
　特典①　４箱購入ごとに給水リュック１個プレゼント
　特典②　10 箱購入ごとに横浜水缶を追加で１箱プレゼント
　特典③　期間中のご注文は配送料無料（配送は市内限定）
●「特典付き販売」期間
平成 26 年３月１日～平成 26 年３月 31 日のご注文まで
※5,000 箱がなくなり次第終了

備蓄飲料水　横浜水缶
●販売価格：横浜水缶（350ml　24 本入り）1 箱 1,200 円
●保存年数及び製造年月：製造から５年間保存可能

●水缶のご注文先：
　水道局お客様サービスセンター
　　（24 時間 365 日受付）

　TEL045-847-6262　
　FAX045-848-4281

みなさまのご意見をお待ちしています！

古川なおき政務調査事務所

FAX：045-366-9700 / TEL:391-4000
E-Mail：jm@furukawa2002.com
　

＜古川なおき事務所＞

〒241-0825　横浜市旭区中希望が丘１９９-１

相鉄線希望ヶ丘駅より徒歩６分

　最近、事務所にいただくご相談の中に「車の音がう
るさい」「車が通るたびに家が揺れる」等の内容がい
くつか寄せられています。今回は交通騒音に対する横
浜市の対応と対策についてご紹介します。
　横浜市では国の定めた騒音規制法ならびに振動規制
法にのっとり一定の数値を超える騒音、振動が計測さ
れた時には、その道路や鉄道を維持管理しているとこ
ろに是正措置の要請を行っています。規制となる騒音・
振動の数値は※１地域や※２時間帯、道路の近接状況に
よって細かく定められています。
※1地域の分類　
Ａ．幹線交通を担う道路に近接する空間
　昼間：70 デシベル以下　夜間：65 デシベル以下
　幹線交通を担う道路とは、高速自動車国道、一般国道　
　都道府県道、市町村道 (４車線以上の車線を有する区間）
Ｂ．道路に面する地域は１車線又は２車線以上かどうかに
　　より、さらにＡ～Ｃに分類する
①ＡＡ：療養施設、社会福祉施設等が設置さていれる地域
②Ａ：専ら住居の用に供される地域 
③Ｂ：主として住居の用に供される地域
④Ｃ：相当数の住居と商業、工業等の用に供される地域
　例）Ａ地域で２車線以上の場合
　　→昼間：60 デシベル以下　夜間：55 デシベル以下
※2昼間：午前６時～午後 10 時　

　　夜間：午後 10 時～翌日午前６時　

●ご自宅の騒音、振動が気になる際には古川なおき事
　務所までご相談下さい（TEL045-391-4000）。

地域のお悩み解決隊
☆政務調査員・塚本☆による報告

藻谷浩介氏講演会ご案内
　「懐かしい未来へ」

日時；平成２６年３月１５日
　　　13：30 ～ 17：00（13：00 開場）
会場：横浜市旭公会堂

　　　

●基調講演「21 世紀の最先端　地域から発信する里山資本主義」
●パネルディスカッション
　上原　健氏
　（環境プランナー ERO、ﾄｺﾛｼﾞｽﾄ、日本野鳥の会パートナー）

　小野泰洋氏
　（株式会社 NHKｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ制作本部自然科学番組ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ)

　内山　翼氏
　（横浜市環境創造局北部公園緑地事務所）

●ギャラリー展示　環境分野で活躍する旭区の団体の活動紹介など

☆問合せ・申込み
　旭区市民活動支援センター「みなくる」
　TEL：045-382-1000　FAX：045-382-1005
☆申込方法
　ファックス、Ｅﾒｰﾙまたはハガキで、代表者の住所・名前 (ﾌﾘｶﾞﾅ）
　・電話番号と参加者全員の名前を記入し、「みなくる」まで
　（Ｅﾒｰﾙ件名は「懐かしい未来へ」としてください」
☆定員：４５０名
　主催：旭区市民活動支援センター「みなくる」
　協力：横浜市温暖化対策統括本部

講師　藻谷浩介　氏 （株式会社日本総合研究所　主席研究員）
1964 年山口県生まれ、 全国すべての市町村、 海外 59 ヶ国をほぼ私費で訪問し、
地域特性を多面的に把握。 東大法学部卒業、 日本開発銀行入行、 米国コロンビ
ア大学ビジネススクール留学、 日本経済研究所出向などを経ながら、 地域振興や
人口成熟問題に関し精力的に研究 ・著作 ・講演を行う。 2012 年より現職。


